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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和２年 ２月１９日（水）  

 

２ 確認箇所 

Ｇ６タンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｇ６タンクエリアの現況 

 

４ 確認結果の概要 

       Ｇ６タンクエリア（図１、写真１）では、溶接型タンク３８基（容量：1,330

㎥／基）の設置が昨年７月に完了し、外堰の設置工事等が進められている（前

回進捗確認：令和元年 8月 19日）。また、10月 8日には、多核種除去設備処

理水移送中にＤ９タンク（図２及び写真２）の天板が損傷する事象※が発生し、

その対応が行われてきている（令和元年 10月 9日、11月 14日現地確認）こ

とから、同タンクエリアの現況を確認した。 

 ・外堰の設置工事が進捗しており、エリア北東側の一部を残して完成してい

た。（写真３） 

 ・堰内では堰カバーの設置工事が行われていた。（写真４） 

 ・10月 9日に確認されたＤ９タンク天板の手摺りの歪みは修復されていた。

また、確認した範囲ではタンクに変形等は見られなかった。（写真５） 

 ・11月 14日の現地確認時に設置されていたＤ９タンク内径寸法計測作業のた

めのハウスや歩廊は撤去されていた。（写真６） 

 ・東京電力に確認したところ、Ｄ９タンクの天板損傷部の補修作業は昨年末

までに完了し内径寸法計測も終了しており、現在、原子力規制庁の使用前

検査を受けているとのことであった。 

   

※Ｄ９タンクからＤ８タンクに多核種除去設備処理水を移送した際、Ｄ９タンク上 

部から異音が発生し、点検の結果、天板部に損傷（変形、破孔等）が確認された 

もので、原因調査の結果、吸気・排気を行うベント管の接続面に養生テープが付 

いた状態であることが確認され、その状態でタンク内の水を移送したため、タン 

ク内の圧力が低下し、タンク天板が損傷したものと推定された。 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/396867.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/355452.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/358257.pdf
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図１ 福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

           図２ Ｇ６タンクエリア配置図 

 

 

（写真１）Ｇ６タンクエリア外観①  （写真２）Ｇ６タンクエリア外観②  

（北東側から撮影）         （北西側から撮影） 
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（写真３－１）            （写真３－２） 

 エリア東側の外堰設置工事の状況    エリア東側の外堰設置工事の状況 

（令和元年 8月 19日撮影）     （本日（令和 2年 2月 19日）撮影）  

 

 

（写真３－３） 

 エリア北東部の外堰設置工事の状

況 

 

 

 

 

 

 

（写真４） 

 堰カバー設置工事の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真５－１）天板手摺りの歪み   （写真５－２）天板手摺り補修状況  

（令和元年 10月 9日撮影）     （本日（令和 2年 2月 19日）撮影）  
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Ｄ９タンク Ｄ９タンク 

 

（写真５－３） 

 Ｄ９タンク外観 

 

 

 

 

 

 

 

（写真６－１）Ｄ９タンク周辺の状況 （写真６－２）Ｄ９タンク周辺の状況 

（令和元年 11月 14日撮影）   （本日（令和 2年 2月 19日）撮影） 

 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 


